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はじめに

本書では、「FormPat 3.0 環境設定ガイド」の「IISのインストール」、「FormPat 承認期限監視サービスオプションのインストール」、「IISの設定」、「統合Windows認証について」について Windows Server 2008 R2 を対象に補足説明します。
本書は、FormPat Ver.3.0.0.5 以降を対象としています。

本書に掲載されている会社名、製品名は、それぞれ各社の商標です。

IIS のインストール
IIS(インターネット インフォメーション サービス)のインストールを行います。既にIISの環境が整っている場合は、次章へ進んでください。
※Windows Server 2008 R2 は標準でインストールされていません。
1. [スタート]→ [管理ツール]→[サーバー マネージャー] を選択します。
サーバーマネージャーでは、[役割の概要] で [役割の追加] をクリックします。[image: image2.png]=lolx|
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2. 開始する前にでは、[次へ>]をクリックします。
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3. サーバーの役割の選択では、[Webサーバー(IIS)]を選択します。
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4. Webサーバー(IIS)では、[次へ>]をクリックします。
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5. 役割サービスの選択では、[ASP.NET]を選択します。
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6. ポップアップ画面では、[必要な役割サービスを追加]をクリックします。
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7. 役割サービスの選択に戻ると、[次へ>]をクリックします。
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8. インストールオプションの確認では、[インストール]をクリックします。
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9. インストールの結果では、[閉じる]をクリックして終了します。
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FormPat 承認期限監視サービスオプションのインストール
承認期限監視サービスは、オプションソフトウエアです。
オプション契約のならインストールしてください。
1. Degital Assist のホームページより「承認期限監視サービス」wfagent_xxxx.exe (xxxxはバージョン)をダウンロードします。
2. wfagent_xxxx.exe をダブルクリックして解凍します。
デフォルトは C:\WorkFlowAgent です。
3. 解凍後のフォルダ内の setup.exe をダブルクリックして実行します。

4. インストーラに従い、任意のディレクトリにインストールします。
5. [スタート]→ [管理者ツール]→ [サービス]を選択します。

6. サービスでは、 WorkFlowAgent を選択後、[操作]→[プロパティ]を選択します。

7. [スタートアップの種類]に[自動]を選択、[開始パラメータ]にFormPat フォルダ(C:\FormPat)を入力し、[開始]をクリックします。
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8. サービス開始後、[OK]をクリックします。

9. サービスを終了します。

IISの設定
1. [スタート]→[管理ツール]→[インターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャー]順にクリックします。
インターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャーでは、左ペインのツリーを展開し、[Default Web Site]を右クリックし、[アプリケーションの追加]を選択します。
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2. アプリケーションの追加では、エイリアスに FormPat 、物理パスに C:\FormPat と入力し、[OK]をクリックします。
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3. 左ペインの[FormPat]を選択し、[既定のドキュメント]をダブルクリックします。
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4. [追加…]をクリックします。
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5. 既定のドキュメントを追加では、名前に WebLoginN.aspx と入力し、[OK]をクリックします。
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6. 既定のドキュメントの先頭に、WebLoginN.aspx が追加されたことを確認します。
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7. インターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャーの左ペインの[アプリケーション プール]を選択、[DefaultAppPool]を選択、[詳細設定...]をクリックします。
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8. 詳細設定では、[32ビット アプリケーションの有効化]を True へ変更。
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9. 続けて、[アイドル状態のタイムアウト]を0 へ変更。
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10. 続けて、[定期的な間隔]を0 に変更し、[OK]をクリックします。
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11. インターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャーを終了します。

フォルダの設定

サーバーがドメインコントローラまたはバックアップドメインコントローラの場合、この設定は必要ありません。
1. [スタート]→[アクセサリ]→[エクスプローラー]を選択します。

2. エクスプローラでは、C:\FormPat フォルダを選択、右クリックから[プロパティ]を選択します。
3. FormPatのプロパティでは、[編集]をクリックします。
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4. FormPatのアクセス許可では、[追加]をクリックします。
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5. ユーザーまたはグループの選択では、[詳細設定]をクリックします。
[image: image24.png]2 FEl T OFR 2|

AFI 10 OIEEOHEIR(S):

|25 507 3R BN Y Bx a5 TSI AII 2O
IO

[ SBPHD.

ERIDATI T FEEAALTHEEL (BN

I E )

o





6. 詳細設定の画面では、下記の手順で[NETWORK SERVICE]を選択します。
[検索]をクリック、[NETWORK SERVICE]を選択、[OK]をクリックします。
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7. 選択するオブジェクト名に[NETWORK SERVICE]が表示されているのを確認し、[OK]をクリックします。
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8. FormPatのアクセス許可では、[フルコントロール]にチェックを付けて[OK]をクリックします。
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9. FormPatのプロパティでは、[OK]をクリックします。
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10. C:\FormPat フォルダの設定が終わると、次に同じ処理を C:\FormPatData フォルダにも 1. に戻って設定してください。
C:\FormPat フォルダと C:\FormPatData フォルダの設定が終わればエクスプローラーを終了します。
統合Windows認証について

FormPatのログイン認証に加えて、統合Windows認証に対応しています。
統合Windows認証を利用することで、WindowsへログインしているとFormPatへのログインを省くシングルサインオンが可能になります。
1. [スタート]→[管理ツール]→[インターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャー]を選択します。

2. インターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャーでは、左ペインのツリーを展開、 [FormPat] を選択、[認証]をダブルクリックします。
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3. [認証]ページでは、[匿名認証]→[無効にする]を選択します。
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4. インターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャーを終了します。

5. [スタート]→[アクセサリ]から[メモ帳]を選択します。
6. メモ帳では、メニューから[ファイル]→[開く]を選択し、control.xml を開きます。
デフォルトのファイルの場所は C:\FormPat\control.xml です。
7. control.xml から下記の記述を検索します。
<!-- 統合Windows認証(0:無, 1:有) -->
<authentication>0</authentication>
0 を 1 に変更します。
8. メモ帳のメニューから[ファイル]→[上書き保存]を選択します。
9. メモ帳を終了します。
統合Windows認証が有効な場合、ログインは以下の通りとなります。

・ドメインアカウントを保有しているユーザー

1. http://localhost/FormPat/ にアクセスします。

2. 統合Windows認証が正常に終了した場合はメニューページが表示されます。
統合Windows認証が失敗した場合はログインページが表示されます。
・ドメインアカウントを保有していないユーザー
1. http://localhost/FormPat/?na=1にアクセスします。
?na=1 は統合Windows認証が有効な場合でも、統合Windows認証を行わずにログインページを表示するためのパラメータです。ドメインアカウントを保有していないユーザーが混在する場合、保有していないユーザーからのアクセスにはパラメータを付加したアドレスを使用してください。
2. 統合Windows認証ダイアログが表示されます。
事前に作成しておいたWindowsの汎用的なアカウントでログインします。

3. ログインページが表示されます。FormPatのユーザーIDでログインします。
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